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論文内容の要旨

本論文は，マルチメディアの普及等により，システムの高性能化，低コスト化がますます重要になってくる背景の

もと，大規模・高速検索処理に適した連想メモリ (CAM) の大容量化・高機能化，及び MOS ダイナミック形メモリ

の低電圧化に関して行なった，一連の研究活動をまとめたものである。

まず，検索処理に対する有効性は広く認められながらも集積度の面で不十分であった従来の CAM に対し，スタック

トキャパシタ技術を用いた独自のコンパクトなダイナミック形 CAM セルを提案，従来のスタティック構成による

CAM と比べて，メモリセル面積の大幅な縮小を実現している。又，このメモリセルを核とした大容量と高機能を両立

させるダイナミック CAM 実現のための様々な回路技術の提案も行なっている。階層構成プライオリティエンコーダ

やダイナミック形 CAM セルの複雑な動作モードを容易に制御し得るビット線制御回路，冗長回路，一致検索演算回路

等である。更に，これらの技術を用いて0.8μm プロセスで288-Kbit という大容量 CAM の試作に成功し，その工学的

応用効果も実証した。

更には， CAM の特徴として並列処理であるが故に新たに発生する消費電力増大という問題の対策として，或いは，

微細化に対する信頼性確保，電池駆動応用等に対応して，ダイナミック形メモリの様々な低電圧化技術の提案を行っ

ている。例えば，センス速度の劣化を改善する電荷転送ウェルセンス方式 (CTW センス方式)や低電圧時の高速性と

データ保持電流の低減を両立出来るローカル電源線制御方式 (LCL 電源構成) ，リフレッシュ特性の改善や高信頼性を

もたらす負電圧ワード線方式等である。又，これら低電圧化技術を16 MbDRAM に適用し，その検証も行っている。

いずれも今後の電源電圧スケーリングダウンに対応出来る新技術の提案として意義は大きしユ。

論文審査の結果の要旨

本論文は，マルチメディアの普及等により，システムの高性能化，低コスト化がますます重要になってくる背景の



もと，大規模・高速検索処理に適した連想メモリ (CAM) の大容量化・高機能化，及び MOS ダイナミック形メモリ

の低電圧化に関して行なった，一連の研究活動をまとめたものである。

本論文には，集積度の面で不十分であるという従来形 CAM の欠点に対して成された，独自のコンパク卜なダイナミ

ツク形 CAM セルの提案にはじまり，このメモリセルを核とした大容量と高機能を両立させるダイナミック CAM 実

現のための様々な回路技術の提案，実デバイスによるこれら技術の工学的応用効果の実証，更には，高機能であるが

故に新たに発生する消費電力増大という問題の対策として，或いは，微細化に対する信頼性確保，電池駆動応用等に

対応して成された，ダイナミツク形メモリの様々な低電圧化技術の提案，これら低電圧化技術の実デバイスでの検証

という，系統的になされた一連の研究成果が含まれている。

中でも，スタックトキャパシタ技術を用いたコンパクトなダイナミック形 CAM セルと，このメモリセルを核とした

ダイナミック CAM のための様々な回路技術の提案，及びこれらの技術を用いた288-Kbi tCAM の試作による工学的

応用効果の実証は，国内外からも高い評価を得ている。

又，ダイナミツク形メモリの低電圧化技術の研究としても，センス速度の劣化を改善する電荷転送ウエルセンス方

式 (CTW センス方式)や低電圧時の高速性とデータ保持電流の低減を両立出来るローカル電源線制御方式 (LCL 電源

構成)，リフレッシュ特性の改善や高信頼性をもたらす負電圧ワード線方式等，今後の電源電圧スケーリングダウンに

対応出来る新技術の提案として高く評価されるものである。

以上説明したように，本提出論文は，新しい独自技術によるダイナミック CAM の設計検討から実デバイスによるそ

の実証，更に，ダイナミツク形メモリの低電圧化技術の提案からその検証まで幅広く行われた研究をまとめたもので

あり，学位(工学)論文として十分価値があるものと認められる。
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